
〈活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者とのかかわり〉

プロジェクターの光を活用することで、光が色や模様を映し出す様子を視覚的に体験することができ
た。色のついたビニールに穴をあけて投影する活動を通して、光の通り方や穴の形によって映り方
が変化することに気づき、光の不思議さや面白さを感じる機会となった。自分で素材に手を加え、ス
クリーンに映る変化を確かめることで、試行錯誤する楽しさや、自ら発見する喜びにつながることを目
指した。

・プロジェクター
・スクリーン
・色ビニール

４．探求活動の実践

〈活動の内容〉

ロジェクターとスクリーンを活用し、色のついたビニールを使って光と色の探究活動を行った。色の
ついたビニールに穴をあけ、プロジェクターの光を当ててスクリーンに投影すると、穴の形や配置に
応じた模様が映し出されることを体験した。また、色のついたビニールを通して光を映すことで、スク
リーンに色が映し出される様子を観察し、光と色の関係に触れる機会を設けた。

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

１．活動のテーマ

〈テーマ〉

康保会保育園

　10月下旬　10：00～11：00　

	光がつくる色と形の不思議

〈テーマの設定理由〉

子どもたちが光の不思議さや色の美しさに興味・関心をもち、自ら試したり発見したりすることを楽し
めるよう、「光と色」をテーマに設定した。プロジェクターの光と色のついたビニールを組み合わせるこ
とで、光を通したときの色の見え方や、穴の形によってスクリーンに映し出される模様の変化を体験
し、光と色の関係について探究できるようにしたいと考えた。

2．活動スケジュール

・活動する日を決め、全児対象に各クラスにて、スクリーンに投影する。



〈振り返りによって得た保育士の気づき〉

〈活動中の様子〉

５．振り返り

今後も、光の色や影、素材による見え方の違いなど、さまざまな方法で光に触れる機会を設けていき
たい。子どもたちが自ら試したり、発見したりする過程を大切にしながら、光に対する興味・関心をさ
らに深め、主体的な探究活動へとつなげていきたい。


